
川 率先はどん夜でしょうか｡今度性旧師連 も ｢変ってはいをh竜一｣とはおっしゃいますせい !

これから先の空間を思 うと少々怖 くはあb壇すけれもそれに大分疲れてはいますけれど,一それでも

行かたければいけを高めでしょうぬ｡嫡被bbませずVC,身体を大串にして, やっぱb元気に笑って

クラス会を迎えたいと思ったことでした｡

ミ ヤ ス 先 生

阪 嘩 由 葉 チ

今春の卒業生に瀬かit,高風 LJ■～相模湖? とぬけて楽 しtr>ダペリングL, 帰b着 くと速達便です｡

何事をらんと見れば ｢日々の活躍の中から原職を｣とのこと.締切菅で5日間とはさてどうしたも

のか ･･･-こうい う余弦の運営の大変盲はよ(解るので,協力の気持を形に表すのも大切か ･.竜ど思

っていると翌朝の新開に ｢キセス先生｣ ｡ レ､わ く, ｢勤続十年前後油ののbきった所で育児のため

にやめていく--等 ｣々ピタ1)同じ悩みです｡私の場合やがて五つに怠る娘を市の保育所に安心 し

てか厳し1しているのT,恵まれている方ですが,それでも帰宅 してからは雲がわくようを雑事の遵

晩 さし追.,た調べ物で夜を徹することもあbますし｡その一方では生徒の若い魅力にとbつかれ

ている私でもあD,丁度高校入試問題が連日紙面を賑わ しクローズアップ盲れているのT, このひ

ずんだ侍暖 の中で生きる中学生とのつき合いを二,三メモ しようと思いたちましたO

よく父母か ら子供がとても反抗的だとか-レモノに言わるようを訴えを開 きますO実は成長の一

面ですが急に親から離れていくヤbきれ夜盲もあるでしょう. 新入生の頃はピ-テクバーチク母親

に甘える様にまといつくあどけな盲も,率農時に紘ヒダでも生える気賦払さ｡中学三年間は心身の

激動期です｡朝･r卦早 う｣といって見渡す50人はその顔の様に生活体験が適いますb集団指導と

その中の個人指導 と･･･････つくづくむづかしい年頃だなあーと実感 します. - 父親とぶつかって面

白く夜くオヤジの世話に凌るもんかと,･新開配達 しでかせ ぐ意地っ張 れがいました｡学校でも何か

とか わゝってはあばれるのでもめ串が多い子ですムあるでき串のあと4, 5人を呼んだら親分格の

鶴 ｢ぼくもでしょう･｣｢潜は呼ばをいわiJ ｢どうして竜｣r'署 には折にふれ云h尽 してきたも

のJ ｢･･････｣｢見込みをhからアキラメタンダ7-｣ と片目つぶってみせたら,山嵐みたいのがす

ごく淋しい顔をし壊すも 自制力の少い現代っ子じみた直線的行動とウラ-ラ.に憩い事 も知D,叱っ

てもらいたい純粋盲があb悼めません｡逆手に出ることも必要T,親が とかく気嫌を伺 う様に扱 う

となお葛ら荒れたDするようゼナ｡別 れの日 ｢先生生きててよ′｣とし1ったっけ｡念鹿の新線所で

自動車整肺をしていますカト ｢レ嬢 ずらするから一番前盲｣とその辺 も相変らずです｡ 主 値女｡.

伺度目の家出だろ うかo又 して私の魔の第二金曜 日にを った･･･-小 つも生理前をのですよ蘭雑を家
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庭の真相を本人は知 ら夜いが肌でか ぎわけている様子｡頭は空っぽだが,男胆を引く葛軌 この子

の場合は教育相談や専門医の暖かい手で脳波の異常も発見盲れ 心身 とも多方面の支えによって-

人立 ちしました｡

｢男女の交際｣よく討議の題材把をbます｡異性への関心がをhといったら嘘でしょう｡それが

変に腐れたb反発 したDの表現にも怒る年令｡例えば-時間思いっきかの 卜 ,リボ- ル夜どすると,
■●●●

｢失礼′｣といって男子が遠慮会釈をく女子にぶつけたbする中から親近感や当b竜缶の会話ができ

ます L, 仕番は男女グルーブ●ですると自然に協力の姿に怒るL, 来学坤はだれと組むかナ-と偲の

かをお目当に胸が うづいたbする様です｡半大人の彼ら 一 塩屈は半身解的 ､け行動力は二倍もあ

るアンバランスを秘め 一 にいつも私壮 ｢友だち｣の大切盲を話します｡事実仲間意酸が強 く尊の

尊憩よb大人に対する自衛で団結するほどですカ与 まだ自我や個性を認めて付き合う把萱ら夜い.

その未熟卓もやがて生涯の友さえ縛る時期をのですか ら｡よく中学校はよかったといわれる時 ｢今

頃にを-,て/｣といいながら, ｢それはナンセンスの面白書でしょ｣とつけ加えます｡つ郎 種々

様々の友だちがあbパカげた事のある良書｡仲々社会ではむき出しでは付き合えません.こうLへっ

た各個人生活が土台にあっての学習ですから,今の教育制度にはポッカ7)穴が空いている様です｡

まるで規格晶の製造に恋ってい夜いでしょうかと訴えたいのです｡

さて最後に｢ミセス先生｣は?決 して屑ひじ張 らぬ事ですね.女がヒステ7) ックに在ってはと意

識 してあまb怒 らぬ方ですが,ある時すごく雷を落 しましたら,彼ら驚ろいて一週間 しょげて反省

したようです｡先生の気迫と思った由馬 時には感情をぶつけることも人間らし盲だと痛感ですふ帰

宅 したら学校のがの字 も忘れT,草花を楽 しみ果実酒に熟を入れ,長休みはおろか堂々と休暇をも

らって旅に出るとい う暮 しもどこかで人間臭 く役立ってる様です｡そ しで忙しさにまき凱ナ･lJ77)

かまわずは絶対禁物｡ ｢先生今日のセーターかっこいhね｣ ｢一段とお若い｣をんて-年功主でも

云いますム もっとも三年生怒ら ｢た ゞしセーターがね｣と加えるに遠いあbませんが一年生だから

｢ど壇するナT｣をんてお互いが人をサカナに巌 ('位です｡若 く美 しく- とい う彼 らの期待から

程遠い私 も,彼 らの成長に魅せられ腹立た しさもケロッと忘れて奮戦 という事でしょうか｡また楽

しからずや｡

高校地理教育談話全編 ｢地理資料｣について

小 池 と み 子

｢そこらに生えている革や海水犠 あせ少浜 (はをいが,一応緑色を している｡枯れたのもある

が,多年生のものはまさ しく鹿茸である｡だ鶴 これにマッ車で火をつけると,パテパテ晋をたて
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